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つ
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（
　
）
　
に
直
情
竹
へ
ご
H
採
川

伸
し
端
怖
　
‖
γ
H
艮
鳥
ギ
財
酷
『
）

ク
　
m
川
里
巨
＝
（
緋
托
冊
）

ク
＋
抽
臨
海
　
　
（
ヶ
）

財
政
課
　
桃
帰
」
日
日
　
（
ク
）

嘉
手
納
村
農
協
創
立
稔
会

〃
二
月
九
日
に
〃
盛

大

に

挙

行

農
協
の
設
宜
■
は
木
村
の
永
捏
か
ら
の
糾
願
で
あ
り
把
蔓
性
産
を
苦
め
t
？
ツ
え
か
ら
も
必
要

欠
く
か
ペ
ち
ぎ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
木
村
の
ご
と
き
半
郡
市
形
健
を
お
ぴ
た
と
こ

ろ
で
は
、
こ
れ
が
設
け
に
踏
切
る
ま
で
に
は
色
々
と
で
舌
に
つ
く
せ
な
い
難
問
題
が
よ
こ

た
わ
つ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
口
の
日
を
見
ろ
に
至
り
ま
せ
人
で
し
た
が
、
こ
の
程
、
村
民

の
熱
意
と
椚
梅
的
な
協
り
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
の
明
よ
が
か
乍
九
ら
れ
ま
し
た
。

村
津
浦
課
で
は
か
ね
て
か
ら

お
手
納
付
農
業
協
同
軸
ム
」
の
札
成

立
．
準
備
を
前
々
と
進
め
て
お
り

ま
し
た
が
、
こ
の
揮
、
誹
準
備

が
黙
い
去
る
九
日
γ
后
．
．
時
か

ら
村
役
所
会
議
墨
に
お
い
て
知

花
甘
．
法
抗
議
日
を
は
じ
め
伊
札

付
艮
、
比
‥
拾
経
済
局
椀
局
別
人
日

課
に
新
崎
州
山
神
一
巻
里
掃
、
砧
袋

小
郡
罠
脇
入
り
一
日
会
い
・
．
“
甘
栗
＃

多
数
そ
れ
に
納
入
日
L
l
わ
ヒ
そ
．

七
〇
人
が
出
晒
し
て
創
J
総
会

や
焔
大
に
‖
な
い
ま
し
た
。

総
会
は
ま
ず
両
日
粟
持
氏
の

開
会
の
こ
と
ば
で
は
じ
ま
り
党

紀
一
人
を
代
表
し
て
仲
村
再
現
氏

の
挨
拶
が
あ
り
続
い
て
木
村
の

吉
浜
経
済
加
点
か
ら
こ
れ
ま
で

の
拝
題
報
告
が
あ
っ
た
綾
、
本

大
会
の
議
長
に
伊
波
両
潤
氏
が

越
州
き
れ
謎
肇
審
議
に
入
り
ま

し
た
。
議
賽
は
定
款
の
承
〃
血
な

ど
十
∴
件
が
以
出
さ
れ
た
が
食

滞
原
登
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
役
‥
日
枝
ぴ
ぃ
川
評
定
泰
山

の
選
出
に
つ
い
て
は
、
一
様
議

H
か
ら
正
人
の
選
考
委
日
を
指

定
し
て
、
こ
の
選
巧
番
目
で
も

っ
て
理
里
凡
人
、
監
里
二
人
、

日
用
評
定
委
‖
卜
∴
人
が
次
の

通
り
‥
遭
〓
さ
れ
総
へ
バ
の
碑
認

を
得
ま
し
仁
。
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潤
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仁
、
山
∵
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∩
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、

仲
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仲
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友
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日
通
参
事
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農
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艮
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、
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托
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V
．
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、
伊

礼
村
鳥
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用
で
粟
省
祝
辞
が
の
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ら
れ
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し
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、
な
お
糾
合
最

中
鍔
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は
後
日
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車
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で
選
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享
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二
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事
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方
針

糾
合
H
の
捏
漬
伏
憶
を
改
訂
＝
し

祉
会
的
地
位
を
高
め
る
た
め
に

最
大
に
努
力
す
る
た
め
次
の
外

部
門
の
び
業
に
咄
‥
心
を
注
ぎ
た
い

川
　
u
川
事
業

机
台
目
の
貯
都
心
を
招
暮
し
て

貯
金
を
ポ
勤
し
近
代
化
農
W
木
の

場
末
的
H
金
を
押
頂
し
て
押
忠

的
農
完
揮
H
の
損
訂
∵
ぜ
図
－
℃

両
　
肌
売
事
業

観
台
目
が
特
に
必
要
と
す
る
肥

料
農
機
具
農
薬
等
の
撰
刑
に
憲

を
用
い
て
総
て
組
合
員
本
位
に

弔
業
を
進
め
る
。

い
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金
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の
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－
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る
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に
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に
け
庶
作
農

家
が
増
加
す
る
恥
が
千
川
山
川
来

る
の
で
組
合
と
し
て
は
二
砧
に

農
家
が
棺
に
有
利
に
な
ち
ょ
う

な
択
完
の
方
法
を
見
目
け
て
努

力
す
る
。

伺
　
利
用
が
業
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年
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に
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m
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1
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台
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．
現
貢
税
金
の
約
人
に
つ
い
て
は

村
民
比
＝
き
′
八
の
井
伊
が
．
ノ
休
′
ト
な

り
、
納
税
′
1
．
で
の
か
り
つ
つ
あ

・
り
こ
と
は
左
赤
て
上
り
こ
げ
し
い

二
と
r
こ
↓
が
、
小
に
は
い
分
納

税
丁
ろ
徹
り
‥
ご
山
り
な
が
ら
「

税
吾
は
納
め
吉
7
、
て
も
し
ふ
い
」

と
い
う
考
え
ん
を
も
っ
て
い
る

宵
が
居
る
よ
う
「
■
あ
り
ま
す
が

H
に
は
今
後
や
ろ
べ
き
車
業
（

道
路
排
水
工
車
、
水
道
里
業
商

工
会
、
罠
協
そ
の
他
産
業
の
行

成
で
）
が
山
根
さ
れ
、
こ
れ
等

の
什
‥
l
i
ぜ
進
め
て
‖
ノ
、
鍾
典
は

僧
さ
ま
が
約
め
て
い
た
だ
く
税

金
で
ま
か
な
わ
れ
る
わ
け
で
あ

り
ま
し
て
、
税
企
を
滞
納
い
た

し
ま
す
と
そ
れ
だ
け
村
の
什
里

が
お
ノ
、
れ
る
車
に
な
り
皆
き
ま

が
モ
人
一
岬
一
す
る
車
に
な
り
ま
す

の
で
、
税
金
は
納
期
限
ユ
モ
七
に

は
宗
糾
し
て
い
∴
J
．
し
き
ま
す
よ

う
御
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

も
し
納
期
限
ま
で
に
ハ
几
納
い
た

，
．
ト
け
な
い
り
ム
日
は
一
ド
ル
に
つ

ゝ
▲
∴
日
、
り
、
0
回
セ
ン
ト
の
延

滞
料
1
1
日
一
、
の
叫
に
日
促
r
教
科
と

し
て
冗
セ
∵
ト
加
打
き
れ
る
こ

と
に
な
り
人
目
し
ま
す
の
で
税

金
は
糾
明
肌
ま
∵
に
完
納
す
t
O

ヒ
う
こ
い
ハ
L
し
ま
し
よ
う
。
な

お
〓
財
政
課
で
は
こ
れ
ま
で
の

と
う
∴
、
い
一
り
い
ー
り
日
清
余
日

か
ら
釈
税
に
う
か
が
わ
な
く
て

も
逓
′
ル
∵
納
入
下
さ
る
よ
う
村

尺
比
＝
さ
ま
の
御
輿
力
を
よ
ぴ
か

琵
耕
力
招
ゼ

か
せ
は
ご
仏
適
の
日
常
牛
．
溝

′
∵
笹
描
、
」
闇
惰
力
▲
づ
り
梢
′
木
は

－
で
∵
エ
せ
ん
。
力
　
■
の
親
日
が

わ
こ
れ
げ
合
川
症
J
ご
∵
ト
て

叱
亡
」
．
：
り
人
も
で
∴
て
さ
“
モ
・

一
〃
モ
ー
」
圧
．
H
T
一
休
∴
．
∵
㍑
■
せ
い
、

裾
守
こ
？
附
、
恒
い
理
・
l
J
し
て
〓
」

，
r
L
二
上
り
た
・
小
い
′
ド
ノ
、
ふ
小
ら

べ
い
－
こ
）
士
′
・
、
、
も
ノ
ド
．
」
エ
リ

こ
し
T
 
L
」
。
ヤ
七
二
と
つ
．
、
、

・
十
∴
坪
河
的
目
早
一
㌢
い
て
ふ
ま

・
t
I
L
ー
γ
い
り
　
し
ま
．
ド
り
こ
い
∵
■

公
　
有
　
照

ド
ル
に
も
適
す
ぇ
と
い
わ
れ
l
て

い
ま
す
。
こ
の
統
計
か
ら
ふ
て

も
私
通
か
カ
セ
に
関
心
・
｝
一
は
ら

い
カ
ヤ
か
ら
の
が
オ
l
る
こ
と
九

州
…
来
∴
ち
と
望
む
山
も
つ
い
、
‥
山

ニ
ー
ニ
ー
こ
い
え
ま
L
L
」
う
。
カ
セ

の
付
目
に
車
、
は
カ
ヤ
キ
・
．
り
こ
守
。
ハ
で

凸
に
㌧
L
つ
て
お
こ
り
一
一
て
ィ
。

カ
セ
の
症
状
は
、
．
笛
木
人
が

上
′
、
分
一
U
と
…
い
う
が
、
た
と
え

山
症
代
．
㌦
㍑
じ
王
ら
。
‥
W
H
が

屋

　

キ

　

百

日
ろ
い
が
つ
ま
ろ
、
の
ど
が
痛

む
、
1
日
が
か
す
尋
l
ろ
、
せ
ゝ
．
－
、

蟻
が
出
一
〇
等
、
そ
の
稲
川
も
ま

ー
り
ま
ち
一
■
し
寸
が
人
な
り
小
な
り

坤
体
の
〃
汀
所
が
お
か
き
れ
ろ
山

が
ル
ー
．
通
で
丁
。
又
カ
ゼ
の
症
賦

ま
ぺ
人
と
小
氾
丁
も
照
尺
ろ
も

め
て
、
一
服
に
幼
児
、
乳
化
と

坪
へ
日
か
小
さ
′
、
な
ら
に
し
た
が

っ
て
亡
の
折
伏
は
か
た
り
車
′
、

な
り
ま
J
「
。
こ
れ
は
吊
へ
日
的
な

†
理
の
井
と
粗
描
に
梁
つ
ま
り
免

疫
が
全
く
な
い
た
め
に
か
な
り

市
い
症
状
が
お
こ
ろ
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

又
老
人
、
妊
鋸
、
心
机
、
肝
備

呼
吸
県
の
慢
性
病
の
人
々
も
カ

セ
で
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
す

の
で
注
・
‥
u
し
て
ド
さ
い
。
し
か

し
免
疫
は
ふ
っ
で
も
た
ま
た
ま

惑
梁
す
ろ
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
注
．
＝
言
責
苫
こ
と
は
相
小
物
で

す
。
村
民
の
門
さ
ま
に
は
す
で

に
折
川
や
、
ラ
ジ
寸
一
ぜ
通
じ
て

お
分
り
山
里
と
遇
い
ま
す
が
、

∴
J
j
の
初
め
か
ら
現
在
に
か
け

て
仝
琉
的
に
某
川
カ
セ
が
流
目

し
て
南
爪
の
宮
1
㍑
て
は
休
柁
す

る
厨
ざ
ま
で
お
き
て
わ
‥
り
ま

す
。
去
ろ
卜
‥
日
の
耕
聞
祁
丹
山

こ
し
Å
り
ま
す
と
那
瑚
作
問
西
門

再
が
最
も
感
渠
者
が
ち
′
、
、
一

取
出
者
一
、
七
八
一
人
、
児
童

隼
徒
一
、
六
一
四
人
計
三
、
三

九
冗
人
で
コ
ザ
保
鯉
所
円
内
で

は
三
〇
〇
人
れ
川
俣
他
所
竹
内

で
は
冗
∩
、
0
人
、
名
ゴ
保
健
所

円
内
で
は
二
〇
〇
人
と
な
っ
て

お
り
惑
渠
力
は
朗
変
ら
ず
強
い

よ
う
で
㌻
。
申
北
常
で
も
心
音

が
次
第
に
ふ
え
る
鶴
向
に
あ
り

依
然
と
し
て
お
と
ろ
え
を
み

せ
な
い
状
闇
で
あ
り
託
す
の
で

次
の
車
柄
を
J
′
、
ま
も
り
棋
聞

カ
セ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
致

し
ま
し
ょ
う
。

C
侍
り
を
消
托
し
な
い
ト
で
つ

に
す
ら
山
が
郡
山
て
寸
。

○
カ
セ
の
用
」
葉
の
閏
㌧
ム
の
〟
夕

い
雑
踏
へ
は
侶
登
る
だ
け
い
か

な
い
よ
う
に
す
る
。

○
外
出
か
ら
掃
っ
た
ら
必
ず

ウ
カ
イ
魯
す
る
。

○
満
都
や
寝
冷
え
を
し
な
い

守
り
寝
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な

○
も
よ
り
の
接
帥
の
診
噺
を

い。

受
け
指
示
を
ま
も
ろ
。

一
i
≡
＿
一
－
i
≡
■
≡
■
二
i
≡
■
≡
苧
i
≡
i
≡
i
≡
■
≡
■
三
＿
二
i
こ
i
≡
＿
ニ
i
≡
±
【
■

摘
睾
れ
な
い
二
聖
火
コ
ー
ス
に

○
留
に
健
康
に
注
意
し
全
身

的
な
抵
抗
力
を
帯
め
る
よ
う
、

宝
器
、
幡
眠
、
過
労
等
に
気
を

つ
け
る
。
つ
で
き
る
だ
け
マ
ス
ウ
キ
前

川
す
る
よ
う
′
木
を
つ
け
ろ
。

※
射
し
カ
ゼ
が
発
病
し
た
ら

次
の
こ
と
一
り
】
守
る
　
l
と
う
に
し
ま

し
よ
う
。
ロ
▲
′
し
ゝ
ご
り
だ
け
外
出
を
さ
け

ペ
1
｛
Ⅵ
山
場
へ
日
は
摘
川
理
な
貴
校
を

さ
せ
な
い
。

記

村
撞
済
課
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
里
火
コ
ー
ス
と
し
て
選
定

さ
れ
て
い
る
十
六
号
線
道
路
、

一
号
紹
わ
い
の
比
謝
川
‥
椙
に

記
念
眉
根
を
∩
な
ら
こ
と
を
か

ね
て
か
ら
計
画
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
去
る
二
月
五
日
嘉
手
納

村
教
出
目
委
〓
会
、
相
加
人
へ
‥
べ

村
役
所
職
日
の
協
り
一
ヤ
日
で
こ

れ
を
黒
鳥
し
ま
し
た
。

念
植
樹
″

こ
の
日
は
、
牛
後
二
時
か
ら
四

時
ま
で
鋸
入
会
役
目
の
手
で
手

打
凹
い
け
田
所
か
ら
屈
艮
ム
ル
千

ま
で
の
卜
六
‥
り
紺
道
路
両
州
に

キ
ヨ
ー
十
㌧
ト
ー
∴
冗
C
本
を

頼
嗣
、
又
、
γ
後
日
時
か
ら
五

時
ま
で
釣
行
委
H
会
、
村
役
所

m
H
に
よ
っ
て
比
謝
川
一
指
に

キ
コ
ー
チ
万
ト
ウ
托
〇
本
を
煩

え
つ
け
ま
し
た
。
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11ク最澄芋2ぷ主2，軌去…：諾
合

郷
土
の
鏑
雛
配
を
め
ざ
し
て

青
年
隊
へ
入
隊
し
よ
う

沖
縄
産
※
開
発
〃
律
指
は
、

将
来
洞
外
へ
移
民
し
よ
う
と
す

る
〃
坪
と
、
描
十
で
罠
村
の
小

堅
〃
隼
と
し
て
溝
粧
し
ょ
ぅ
と

す
る
点
彼
に
久
え
た
〃
律
凄
石

肌
め
て
、
必
要
な
知
識
と
持
術

を
作
り
さ
せ
　
「
鋤
き
な
が
ら
や

ぷ
」
と
い
う
H
t
的
な
圧
ハ
岡
里

溝
を
通
し
て
、
協
調
の
机
卯
と

た
く
ま
し
い
開
拓
梢
抑
与
も
つ

〃
祥
一
崇
埜
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
一
九
尤
冗
咋
四
月
名
題

キ
ャ
ン
プ
を
閲
几
成
し
た
。
当
糾

は
、
名
護
、
大
儀
味
、
人
里
村

等
に
キ
ヤ
ン
フ
キ
も
っ
て
政
府

の
ゥ
ム
エ
車
を
半
値
に
測
れ
里
、

機
械
の
托
術
を
作
り
さ
せ
て
い

た
か
現
在
で
は
裏
付
下
車
長
巾

へ
．
吊
に
、
名
題
に
恒
久
的
な

キ
十
ン
ワ
ニ
り
一
も
ら
、
充
庸
・
へ
し
∴

誹
伸
⊥
り
八
日
つ
て
い
”
り
。

二
か
ま
▲
㌧
に
＝
目
早
持
て
馴
伸
一
小

三
r
∴
・
．
山
u
d
u
女
ム
わ
け
∵

．

J

　

　

、

　

‖

ノ

ー

ト

　

t

U㌧．ノ　、　－　・－

1

　

T

＝

　

　

ノ

■

し

、

1

J

 

u

∴
亘
二
十
∵
一
「
二

．
一
日
（
一
∴
い
∴
〕
‖
ノ
ー
「
．
．
＝

と
．
日
ソ
′
∴
〓
山
．
T
J

・
人
∴
「
．
．
．
n
刈
．

八
㌧
芥
ぺ
′
・
．
一
一
二
．
〓
。
．
‖
山
川
〃

訓
練
一
｝
二
日
う

へ
糊
の
規
川
訓
神

寝
相
五
時
四
十
分
に
起
昧
す

る
。
そ
れ
か
ら
点
呼
、
隊
胱
掲

腸
、
綱
領
宣
誓
、
駈
足
、
体
操

〓
掃
、
北
面
、
糊
食
を
七
崎
巨

分
ま
で
に
す
ま
せ
、
誤
場
へ
〓

か
け
ろ
。

∧勤“〃教〃

勘
さ
な
が
ら
学
ぶ
と
い
う
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
毎
日
、
朝
八
時

か
ら
ツ
万
冗
時
ま
で
呉
裁
両
、

嵐
山
、
平
良
州
の
符
明
局
現
一
㌧
伐

採
、
柁
椴
、
関
東
、
帥
付
、
除

草
、
脂
肥
等
の
作
業
一
ゾ
一
寸
ろ
。

＼
十
、
‥
〃

訓
練
期
川
申
に
叛
の
よ
う
云
抽

出
い
．
パ
〃
キ
日
々
う

へ
機
相
聞
惰

「

　

ル

ト

】

r

 

I

、

卜

一

′

　

′

　

ウ

ヤ
ー
、
日
刊
棋
■
ソ
∴
毎
、
代
り

山
ノ
ゾ
叩
箭
l
・
り

●

、

　

t

H

一

′

い

■
　
二
．
日
日
　
　
　
ヽ
　
－
、
†
．
1
1
J
．
、
ヽ
　
　
　
」
・

．
1
」
　
〓■

し

　

、

′

1

h

L

－

′

1

り

′

、

J

j

二

－

　

√

・

ノ

　

　

∫

．

〓

1

－

日

1

、

ノ

．

「

■

1

、

り

．

．

・

1

ノ
ノ
．
1
・
〓
∴
‥
卜
∵
∴

‖
…
、
H
里
山
里
＝
．
、
日
．
川
車
J
J

椚
造
、
交
通
扶
規

へ
黒
登
㌫
曇
り
⊥
川
冗
鴨

一
般
作
物
、
措
美
津
H
、
㌍
席

加
工
、
果
樹
園
圭
、
ホ
席
、
農

機
往
、
そ
莱
聞
＝
ぺ
州
‥
（
業
簿
記

協
同
糾
ム
＝
運
動

∧
移
艮
亮
■
H
．
一
卜
。

移
民
鵡
‥
石
∵
移
民
巧
二
鳥
打
、
対

地
郡
情
、
「
一
つ
　
／
㌧
■
．
⊥
　
7
、
こ

ノ

ー

：

．

■

′
‥
聖
教
養
　
い

時
車
閥
▼
．
て
＝
持
去
軋
“
百
、
・
〓
隼

運
動

半
丁
…
門
の
1
乙
や
一
ヤ
受
け
口
一
‥
会

の
「
F
で
∵
八
丁
【
り
。

∵　■・
．、

〓
∵
一
－
よ
．
ハ
ト
∴
ノ
さ
か
、
H
は
車
」

「
－
王
」
二
．
曇
′
…
㌣
一
り
，
小
心
に
し

て
∴
ヱ
J
h
ヤ
い
ミ
「
」
。

－1　　　－－

－

・

一

一

　

　

ノ

」

▼

、
▲
－
　
　
∴
こ

さ

一

一

　

　

　

　

　

　

－

一

▼

　

l

h

H
 
r
－

一

一

　

∴

ご

ぢ
加
■
〓
ハ
宣
ぺ
．
〓
㍍
皇
＝
、
馳
恨

診
断
1
t
＝
（
保
四
所
又
托
赤
十
十

病
歳
の
も
の
）
宣
朕
構
成
膏
以

上
四
つ
の
〃
別
を
定
め
ら
れ
た

即
日
ま
で
に
那
間
巾
久
米
町
一

の
一
∴
∵
沖
維
嘆
美
開
発
〃
坪

協
会
へ
祝
日
す
る
。

へ
」
選
　
書
一

芋
n
試
駅
（
中
り
1
校
宰
ぷ
程
度

の
H
語
、
教
上
い
、
社
会
科
）
　
再

拝
々
休
拭
配
一
三
帯
苦
し
合
格
を

決
定
す
ら
。
作
了
L
h
∵
り

香
巧
一
昔
は
移
昆
パ
毎
夜
と
し
て

．
ワ
う
・
／
化
、
ア
ル
セ
ン
チ
ン
へ

移
民
〓
来
る
ほ
か
、
本
土
の
L

廷
去
杜
に
も
祉
粗
の
世
話
一
ぜ
み

ろ
。
移
民
す
る
場
合
に
は
琉
球

桝
舛
移
り
公
封
及
び
日
本
政
府

か
ら
昭
航
拝
金
を
情
り
る
こ
と

が
て
1
．
ユ
リ
。

ノ
ー
日
揮
ほ
掴
吊

一
、
私
用
は
リ
セ
と
‖
ハ
軌
を
い

り
”
い
し
「
∵
㌧
ロ
ー
H
J
の
れ
伸

一
∵
J
・
∴
■
ん
二
門
－
＝
し
ま
㌻

二

㌧

㍉

㌧

∵

り

け

け

合

．
ヽ
　
・
、
n
I
↓
ゝ
・
．

、

リ

1

′

　

」

■

－

■

ビ

　

、

し

・

■

人

㌧

d

n

．
侶
∴
∵
∵
巨
量
、
H

L
 
L
 
t
。
十
二
．

．
、
日
．
」
山
∵
）
成

し
一
㌧■

　

　

・

1

　

　

1

．

．

1

ノ

一

L

 

I

ノ

一七、」

一
区
地
内
の
道
路
工
事
終
る

総
工
費
一
、
一
六
四
ド
ル
で

墓
を
つ
く
る
場
合
は

村
長
の
許
可
が
い
り
ま
す

ス
ー
パ
ー
ラ
ン
ド
リ
ー
西
㈹

か
ら
卜
六
号
線
道
路
に
通
じ
る

所
は
一
区
地
内
で
最
も
交
通
の

不
便
な
所
で
、
こ
れ
ま
で
付
近

伴
民
か
ら
道
路
の
開
通
が
要
望

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の

程
全
長
二
二
丘
メ
ー
ト
ル
、
折

目
円
米
五
十
神
の
道
路
が
完
成

し
ま
し
た
。

エ
糟
は
政
府
の
失
業
対
策
補
助

金
九
五
一
ド
ル
と
村
爪
印
金
一
．

一
二
．
ド
ル
h
ハ
セ
ン
ト
で
ま
か
な

わ
れ
去
律
め
十
一
月
一
日
付
の

失
岬
。
ポ
対
策
車
業
と
し
て
道
路
工

叫
が
開
始
さ
れ
去
る
一
月
十
五

ロ
山
九
成
し
た
。
こ
の
道
路
が
山

来
な
い
以
前
は
子
供
達
の
適
や

そ
の
他
の
交
通
に
不
便
を
き
た

し
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
道
路

の
閑
適
は
付
近
往
ほ
は
も
と
よ

り
闇
係
者
か
ら
大
変
l
よ
ろ
こ
ぼ

れ
て
を
り
ま
す
。

一
九
冗
几
叩
い
り
一
一
卜
日
か

ら
「
窮
地
理
非
な
ど
に
関
す
る

立
法
」
が
施
目
さ
れ
ま
し
て
墓

を
つ
く
る
場
合
に
は
村
山
に
許

可
申
請
万
古
鮎
出
し
て
許
可
を
■

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

が
ま
だ
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
な

い
向
き
が
あ
り
ま
す
の
で
再
び
■

広
招
一
｝
二
通
じ
て
村
民
皆
さ
ま
の
川

御
協
力
を
お
粗
い
す
る
こ
と
に
一

2
．
、
鶏
の
敷
血
は
棋
川
道
路
、

政
府
道
路
そ
の
他
主
要
追
跡
及

び
河
川
を
踊
る
こ
と
三
十
メ
ー

ト
ル
以
上
。
人
家
、
学
校
、
病

院
一
望
釦
ろ
こ
と
百
メ
ー
ト
ル
以

上
で
あ
る
こ
と
。

3
、
高
い
所
で
氾
気
が
少
な
く

飲
料
水
に
関
係
の
な
い
土
地
で

あ
t
Q
こ
と
。

4
、
風
致
及
び
潮
車
上
支
障
の

な
い
t
地
で
あ
る
こ
と
。

j
一
一
一
■
■
爪
桝
n
い
紳
′
l
㌧
i

i
≡
ヲ
一
■
≡
苧
i
≡
苧
i
ニ
i
≡
■
：
一
H
≡
l
≡
■
l
－
i
≡
＿
≡
＿
≡
■
≡
●
－
ニ
l
≡
■
一

去
印
か
ら
の
気
象
異
変
に

よ
り
農
作
物
の
腎
理
に
つ
い

て
農
家
に
と
つ
て
は
苫
カ
さ

れ
て
吊
乙
と
思
い
ま
す
、
と

こ
ろ
で
二
月
頃
か
ら
発
生
す

る
㍑
鈴
菅
の
摘
気
に
つ
い
て

巾
し
ー
：
け
た
い
と
思
い
ま
す

情
釣
果
は
如
脚
雨
で
、
し
か

も
イ
モ
に
比
校
し

た
し
悶
な
い
こ
と
、
さ
ら
に

価
格
が
例
年
の
椚
価
に
高
騰

し
た
た
め
、
導
入
不
可
伐
と

な
り
今
律
は
北
海
道
産
の
男

爵
純
を
農
家
の
皆
様
に
作
付

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が

と
こ
ろ
で
、
烏
釣
果
の
病
㌦

と
い
っ
て
も
人
変
多
′
、
、
例

の
病
状
と
防
除
に
つ
い
て
小

し
上
け
ま
す
。
唆
柄
は
刊
含

高
混
多
出
の
‥
木
椀
（
′
八
最
が

二
〇
唯
内
省
で
温
い
勅
の
ち
い

と
き
）
が
続
′
1
と
き
に
花
里

が
多
′
、
、
二
日
下
川
頃
か
ら

発
情
h
期
に
人
＝
∴
二
日
に
は
ご

こ
て
も
兄
里
が
見
ら
れ
ま

て
収
柁
高
も
写

′
ヽ
ヽ
　
I
T
ノ
二
・
ハ
二
⊥
⊥
　
い

「
馬
鈴
薯
の
疫
病
防
除
に
つ
い
て
」

カ
」
こ
と
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粟
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／
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ミ

ン

ト
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r
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八
り
∵
♪
申
．
り
二
J
L
．
」
か

：
ヽ
　
．
⊥
∴
」
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捏
済
諜
　
㌫
　
手
　
＝

一
　
＼
　
∵
十
イ
・
J
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て
H
．
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∵
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∵
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∵
■
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∴
、
■
∴
∴
　
∵
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．
レ
‘
／
㌧
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■
　
十
杵
等
山
鵠
ハ
パ
ル
“
r
t
－
－
措
山
＝
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鳩
　
堤
．
1
や
り
■
．
‖
㍉
程
度
し
か
り
〓

〓
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∴
、

・
二
／
▼
H
、
　
　
　
＞
－
J
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、
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一
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■
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＝

一

1

ら
は
駅
除
も
容
易
で
な
い
で

発
生
を
ま
つ
上
∵
り
、
前
も
っ

て
♪
防
と
し
て
量
刑
布
を

し
た
〃
∴
か
良
い
と
思
い

ます。
岬
柏
葉
と
し
て
は
、
ン
ン
ノ
ル
ポ

ル
ド
ゥ
の
．
．
．
c
c
～
叫
n
C

仰
…
洩
、
シ
イ
セ
ン
の
叫
C
、
〇

倍
油
等
を
〃
～

h
八
川
撒
宿
し
‥
根

上
バ
．
へ
忙
一
∵
－
こ

黒
　
目
　
け
ら
と
・
∵
し
・
♪

ナ
二
心
こ
し
r
J
．
J

」
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∵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
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し
ま
し
た
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墓
を
つ
′
、
る
場
A
U
に
は
次
■
の
事

柄
を
ま
む
ら
ぺ
け
か
“
‥
八
㌧
り
ま

せ人。
1
、
基
の
山
根
は
某
唾
を
合
せ

て
い
九
、
八
で
ム
ノ
ー
ト
　
ル

（
約
パ
押
）
一
㌢
こ
え
な
小
二
と

一
以
上
は
某
を
つ
ノ
、
る
場
合
に
定

釘
ま
も
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

半
的
て
す
が
、
な
お
許
可
巾
・
両

丘
」
続
き
等
詳
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
鴇
の
新
設
伎
ご
改
化
成
又
は

い
域
一
｝
虎
狼
」
「
る
以
前
に
村
役

所
に
お
聞
合
せ
願
い
た
い
。

職
員
採
用
試
験
に
二
四
人
応
募

村
て
ほ
．
．
日
か
ら
h
氷
山
工
小

い
．
烏
を
付
目
▲
∴
‖
う
小
二
へ
㌧
り
乏

し
∴
が
、
こ
れ
∴
∵
こ
も
∴
∴
∵
泊

．
⊥
・
ピ
．
．
左
∴
．
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」
∴
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㌧
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i
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！
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竺
一
i

ト
童
．
．
時
か
ら
村
仲

受
験
者
全
員
合
棉

沖
縄
差
ぺ
開
発
り
‖
隼
脇
会
て

ほ
第
．
一
∵
八
、
二
．
九
、
四
十
回
〓

山
麓
・
王
開
発
〃
印
は
日
を
幕
無

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
程

合
析
占
が
決
定
し
ま
し
た
．

木
村
か
ら
も
パ
名
の
受
節
省
を

送
り
ま
し
た
が
、
仝
日
比
．
車
た

合
格
し
、
椚
れ
て
入
隊
の
栗
評

に
榔
ゝ
ご
托
し
た
。
特
に
非
ノ
〓
〃

少
印
の
漑
増
す
る
畔
へ
．
て
も
あ

り
次
代
一
せ
け
n
う
叫
両
村
の
申
堅

〃
隼
の
〃
戒
に
ヤ
つ
て
は
関
係

〃
両
で
も
充
分
に
ぷ
右
往
い
で

い
ろ
折
情
本
村
∵
も
厳
選
の
上

送
り
出
し
ま
L
h
h
か
仝
A
l
含
桁

と
の
知
ら
せ
に
喜
∵
に
わ
き
〃
一

つ
て
い
ろ
。
な
お
合
宿
者
は
秋

の
通
り
何
平
水
巾
、
花
域
班
咽

胱
村
憲
上
、
大
域
胡
座
、
宮

城
俊
夫
m
屈
腐
永

り
〃
ハ
は
こ
の
程
本
村
か
ら
習
作

指
に
入
隊
し
た
五
人
で
ー

八
か
ら
、
阿
州
屈
橘
永
、
淡
付
憲

t
東
城
俊
美
、
句
中
永
市
、
花

城
描
用

縁
の
羽
根
募
金
運
動

二
月
一
日
か
ら
l
カ
日
間

仝
机
を
あ
げ
て
の
り
人
国
民

運
動
と
し
て
猥
闘
さ
れ
つ
∵
い

る
合
流
緑
化
推
進
運
動
に
協
り

し
て
、
緑
の
羽
根
運
動
一
せ

通
じ
て
▼
ゼ
休
思
川
心
及
び
環
境
緑

化
の
思
粗
l
受
持
捜
し
、
こ
の
労

金
に
よ
っ
て
森
棒
幣
原
の
増
強

と
目
上
保
全
の
要
詔
に
応
え
る

と
比
ハ
に
、
牛
一
浩
還
坑
一
丹
一
緑
化
し

て
席
漢
文
化
保
捷
竣
ご
龍
光
に

賢
す
る
た
め
川
民
に
よ
る
緑
化

を
推
進
し
、
住
民
坐
清
の
向
上

と
文
化
明
仁
の
び
諒
に
雷
弓
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
今
律
も

二
月
一
日
か
ら
一
ケ
月
m
琉
球

圧
∵
∴
．
工
∴
∵
∵
十
．
し
．
∴
十
・
し

持
た
運
動
か
ヤ
ハ
L
川
吉
江
ろ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
t
琉
の
損
金

〓
招
禍
は
∵
ハ
、
ぺ
〔
X
リ
ド
ル

で
、
亡
の
円
、
本
村
に
判
り
て

ら
れ
た
揖
′
正
目
標
頻
は
．
八
h
ハ

ト
ル
一
一
ご
め
り
ま
す
。

こ
の
蓉
金
は
突
損
職
か
ら
判
り

徹
の
川
卜
％
一
小
弟
引
い
た
金
縦

や
市
町
村
緑
化
文
箱
に
配
分
さ

れ
、
学
校
、
道
路
、
そ
の
他
公

共
の
個
所
の
折
損
門
及
び
印
加

費
に
允
て
ら
れ
ろ
事
に
な
っ
て

お
り
ま
し
て
、

村
稲
清
潔
で
は
ト
宣
？
∴
‖
一
．
．
‖
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村
H
筈
・
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．
八
、
m
‥
〟
．
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告
げ
日
石
会
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招
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鋸
∴
享
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射
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杢
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、
日
日
㌧
＝

親
日
の
関
係
拝
を
Ⅵ
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て
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